定 格 
受信 周波 数 包囲 100KHz 一 2200MHz 
受信 モー ド AM、NFN、WFM、AUTO 
TNFM WFM 
受信 感度 0.5 一 2.0MHz 1.5uV ー 2.5uV 
・ NFM=12dBSINAD、 AM=10gasA、 ーー ニー つ OOMHz 4 2uV SuV 
WFM=-20dBS/N 1500 て 2000MHz 2.5uV に 
AM、FM 1KHz、2KHz 、3KHz、5KHz、6.25KHz、9KHz 、10KHz 、 
周波 数 ステ ッ プ 12.5KHz、20KHz、25KHz、30KHz、50KHz、100KHz 
WFM 12.5KHz、30KHz、50KHz、100KHz、200KHz、250KHz、500KHz 
[FUNC]+ [4/]、[Y] | 1MHz 
チャ ン ネ ル メ モリ ー | 10 バ ンク 各 100 テ チャ ン ネ ル ( 合 計 1000 チ ャ ン ネ ル ) 
スキ ャ ン メ モリ ー 10 チ ャ ン ネ ル 
メモ リー 数 バス 周波 数 メモ リー Se 
マニ ュ ア ル デ ー タ | 1 チャ ン ネ ル 
プラ イオ リティ 1 チャ ン ネ ル 
ビギナー 操作 時 | 16 チ ャ ン ネ ル 
キス 約 30 チ ャ ン ネ ル / 秒 。 約 50ー60 チ ャ ン ネ ル / 秒 (ター ボ 機 能 が オン ) 
アン テ ナ イ ン ビ ー ダ ンス 50Q7BNC 


その 他 の 機能 


9CH チ ャ ン ネ ルス コー ブ 様 能 


RS232C 通 信 機 能 


豆 声 反転 秘話 解読 機 角 
フィ ルター 楼 能 (High Cul フ ィ ル ター) 


音声 出力 


消費 電流 
ーー』 


約 90mW(4.5V 1096THD 8Q ) 
約 95mA( 待 ち 受 け 時 )、 


約 160g( ア ン テ ナ 、 
3.6V( ニ ッ カ ド 電 池 ) 
4.5V( 乾 電池 ) 

9.0 一 16V( 外 部 電源 ) 


外形 寸法 


約 135mA(50mW 時 ) 
電池 は 含み ませ ん ) 


11 一 13.8V( ニ ッ カ ド 電 池 充 電 時 ) 
幅 62X 高 116X 奥 行 29mm( 突 起 物 は 除く ) 


動作 保証 温度 


ー10 て 一 十 60 で 


ルイ ココ 株式 会 社 電子 事業 部 


1 理音 


所 合 011-231-7712 
所 合 022-221-8220 


叶 蒲 衣 活 唱 

吐 吐 吐 本 時 

河 小 鞭 
癌 
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〒540-8580 大 阪 市 中 央 区 城 見 2 丁目 1 番 61 号 ノ イン 21MID タ ワー25 階 如 06-6946-8140 
〒812-0016 福岡 市 博多 区 博多 駅 南 1 丁目 3 番 56 号 第 


合 03-3278-5888 


3 博多 供 成 ビル 7 階 合 092-473-8034 


名 古屋 営業 所 で 052-212-0541 
広島 営業 所 如 082-222-0234 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル Kg 0120-464-007 
全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ます 。 受 付 時 間 ノ 10:00 一 17:00 月 曜 一 金曜 (祝祭 日 は 除き ます ) 
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取扱 説明 書 


アル イン コワ イド バン ドレ シー バー を お 
買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と 
うつ ござ いま す 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 
させ る た だ ため に 、 ま ず 、 こ の 取扱 説明 書 を 
最後 まで 読み いた だ く よ う お 願い いた し 
あす 9。 ゲッ ター ザ サー ビス な ど に つ し て や 
記載 し て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 書 は 
必ず 保存 し て お いて くだ さい >。 


し イイ つつ 株 式 芸 社 


2 


H 
3 


も くじ 


] ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 
使用 上 の 注意 …t バ t ド ーー トバ …t ボ ババ ーー ドド ドド ドド ピピ に に に に に ピー ピー …・3 
付属 品 に つい て CPP た すま すま ます さす セテ で すす すす ま すす すす で と たま せ で すま を 生生 3 
アン テ ナ 、 ハ ンド ス トラ ッ プ の 取り 付け 方 上 上 t ニ ニ ホ ーーー ぃ ーー ドド ドゥ に レレ に に に レー トーーー 衝 

アン テ ナ の 取り 付け 方 ドー ドド ドド ーーーーーー 時 PH 4 

ハン ドス トラ ッ プ の 取り 付け 方 上 ーー ドド ドー に に に に に に に に ーー 4 
電池 の セッ ト 方 法 eS sy ENT の es 300 作例 302 が RAR 
本 機 の 主 な 特徴 ・ 上 tt トー トト トー トド ドド ドド ドド に に に に ト に に に トト トト トレ トレ トト トレ にし し て に し にし て し し こ て こ ト ーー 后 


9 各部 の 名 称 と 機能 


本 書 の 生み ーーーーーー ド ドド ドド にし に に に に に に に に に に に に に に に 
操作 可能 な 機能 一 覧 PC た た まさ まで で さす たま ませ せま た すま まま ます まま また ませ まま まま すま また すま た まま た を ます 


3 . 天 本 操作 て ビギナー 操作 て 
電源 の 入れ 方 な PE いま まる 入っ 
ビギナー 操作 で の スキ ヤン 


音量 の 設 


スケ ル チ の 設定 た 江 です で で た た 福 きせ 放さ ささ で き まま きた まさ 福 まま きい 


キー ロッ ク 機 能 トバ ーー ドー ドド < ドド トト ドド トッ トス トト た て に し し て に し 2 た 1 


4. 応用 操作 . 二 エキ スパ バニ ト 操作 一 
マニ ュ ア ル 操 作 上 トー ぬ ババ い トド に に に に に に に に に に に に に に に に に に にし に し トド トド CD 
メモ リー スキ ャ ン 操 作 ーー ルー ドド ドド ドド トド トド トト トト トト トト トト トド トト ここ ドー て 1 5 

メモ リー スキ ャ ン の 開始 ・ 停 止 EE 5 PR PE 15 
メモ リー へ の 登録 … "ーー ドー ドド トト に に に に に に に に に に に に し に に し ピー 16 
登録 内 容 の 消去 REP せ きす まま すま だ すす まま ます すす す すす ます まま すす すま すま 生 せ ませ 生生 すす すす すす ます 16 
プロ グラ ム ス キ ャ ン 操 作 ーー ドド ドレ ドド に に し に に に に し ] フ 
プロ グラ ム ス キ ャ ン の 開始 ・ 停 目 で ビーーーーー ト トド ドド に に に に に に ピピ レー 17 
プロ グラ ム へ の 登録 ……ーーーー ト ドド ドゥ に ピトー に に に に に に し 18 
プロ グラ ム の 消去 ee 19 


受信 モー ド の 切り 替え ーー ドド ドド ドド に に 19 
受信 周波 数 の 設定 ーー ドド ドド に に ら 0 
周波 数 ステ ツ プ の 変更 CPK ささ ミー サミ ミミ たま た ただ さま 江 で で で ま ささ ] 
チャ ン ネ ルス コー ププ 機 能 ーー) に に に に に に の の 
アッ テ ネ ー タ 機能 た たま すま た で デ す た す を す すす すすま すす ささ さす ます た まま まま すす どー ミ で で です ます ら 3 
キー ロッ ク 機 能 ーー トド ドド に た 23 
ダイ ヤル 早送り 機能 ト ホ に "ーー ドド ドド に ドド トレ トッ レレ レー し っ 4 
ディ レイ 時 間 設 定 機能 で トビ トド ドド ドド ドド ドッ トレ トド トト に に に に にし し にし て し て の 4 
バジ ク グ の ツウ 機能 oro 25 
ター ポポ ボ (高速 スキ ャ ン ) 機 能 に た た た た たま た すま だま すま 江 すす また まま と まま ます すす を を ます すま すま また ます まな で 3 ど 5 
プラ イオ リティ 機能 ・ー ビ ーーー レー ぐに ドド トド トト トト トレ トト レト て トト て しく く し と し こく し てく し ・ て ここ 26 
バス 機 能 ーー トド ドド ドド ドド トド に トト トト トス トレ トレ トレ レト レト トー レト トト し トト て てこ 2 フ 
パス の 設定 一 tt バーーー ド ドド ドド トド に トト に トド トト に トト トレ トト トト レレ トト て レト て トト レト トト に レレ し て し に し し し ド て て て 27 
0 00 の お の RG まま 光り は 2 な 2 生ま 2 フ 7 
オー トバ ワー オフ 機能 上 ーー パー ツー ド トド トト トト トト トト レット ト トト うし し し て て うう トト トー トー て 28 
秘話 解読 機能 ーー トー ドド ドド トト レト トト トト トト トト トト レト トレ レト トト トレ トト レ トレ し ト て ィ ト トト イ て 28 
ライ リル ター 尼 能 に eo っ 9 
フィ ルター 楼 能 の 設定 ーー ドド < トト に に レレ に に に イレ ーー 29 
フィ ルター 機能 の 抽 際 ーーー ドゥ に トゥ に に し ピー 29 
モニ ター 機能 バド ドド ーー を おう 29 
ラン プ 機 能 ・ー ト ぬい ト パート ドド トト トト トト トレ レト レット トー トト トット に た し てく くる くし ゃ と に た たく 30 
電池 電圧 表 未 機能 よー トー ネー トバ ルポ ボ ー ブ ナ ヘ ハ 有 人 暫 ビー トド トト トレ レト トト レレ スレ トレ トト レッ レレ て ーー て 30 
クロ ー ン 機能 KK さま すま た ささ さま ます すす ます ます すす ます すま たま さす テテ ミミ まま 3 1 
リセ ッ ト 機 能 …ーーー ュ コト ドド ドド ドド トト トト トレ トレ レト トト トト レト ストレート 33 
リセ ッ ト 時 に 、 設 定 を 出荷 時 の 設定 に 戻す 操作 ・ ヒ ニー ぃ ー ト ドド スル ん スピ レ り ニ トド に ゥ ピッ 33 
リセ ッ ト 時 に 、 メ モリ ー の 内 容 を 維持 する 操作 トード ーー トト ーー ルー に に ーーー 34 
リセ ッ ト 時 に 、 メ モリ ー の 内 容 を 全て 削除 する 操作 バー ト バー トー ツー ドー ドー ピー 35 


5 メンテナ シ ス に つい で ふ | 
アフ ター サー ビス ーーー トト トト < トト トト トト トト トッ トス トト て て た にし で に に た で た た で に いた 36 


故障 か な と 思っ た ら ーー ドー ドド トト ト トト クト トト トー トト レレレ トト トト トト トレ ント に こく くく いと くく こい ここ 36 
6. オフ ショ ンド に ロー に うこ PE 


7 付録 


間 還 


使用 の 前 に お 鞍 み くだ さい 


使用 上 の 注意 


次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
・ ケ ー ス を 外し て 内 部 に 手 を 触れ な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 
- 直射 日 光 に あたる 所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 器 具 の 近く な ど で の ご 使用 、 お よび 保管 


は し な いで くだ さい 。 


・ 付 属 の アン テ ナ を 完全 に 取り 付け て お 使い くだ さい 。 
・ 外 部 電源 に は 、 必 ず 専 用 の アク ティ ブフ ィ ル ター 付き シガー ライ ター ケー フル (EDC- 


36) を お 使い くだ さい 。 


・ 万 が 一 、 本 秋 いか ら 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する 場合 は 、 電 源 ス イッ チ を すばやく 切り 、 


速やか に 販売 店 、 ま た は 最寄り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 遠 絡 く だ さい 。 


・ 本 機 を 改造 し な いで くだ さい 。 無理 な 改造 が 原 還 だ と 思わ れる 故障 な ど に つい て は 、 


保証 期間 中 で あっ て も 、 保 証 対象 外 と な り ま す 。 ま た 、 修 理 を お 断り する 場合 も あり 
ます の で 、 こ の 点 、 十 分 に ご 理 錠 い た だ ける よう に お 願い し ます 。 


・ 本 擬 を 次 の よう な 場所 で 使う 場合 に は 、 あ ら か じ め 、 管 理 者 な どの 承認 を 得る 必要 が 


あり ます 。 
① 航 空 機内  ② 病 院内 


本 機 に は 、 次 の 付属 品 が 用 意 さ れ て いま す 。 梱包 を 開き まし た ら 、 ま ず 、 次 の 付属 品 が 
正しく 入っ て いる こと を お 確か めく だ さい 。 

・ ア ン テ ナ 

・ ハ ンド スト ラッ プ 
・ 取 扱 説明 書 (本 書 ) 


・ 保 証書 


[アン テ ナ の 取り 付け 方 ] 

アン テ ナ の 補 元 を 持ち 、 底 面 の 溝 と 本 体 の アン テ ナ コ 
ネクター の 凸 部 を 合わ せ て 差し 込み ます 。 ア ン テ ナ を 
時 計 方 向 ( 右 方 向 ) に 回 し て 取り 付け ます 。 確実 に 取り 
付け られ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


[ハル ンド スト ラッ プ の 取り 付け 方 ] 
本 機 右 上 に ある 穴 に 、 図 の よう に ハン ドス トラ ッ プ を 
通し て 取り 付け ます 。 


1、 図 中 に 示し た 位置 を 強め に 押し 、 そ の まま 本 体 下 
方 に ずら す よ うに する と バッ テリ ー カ バー が 開き 
ます 。 

2. 市 販 の 単 3 型 乾電池 (また は ニッ カド 電池 ) を 、 バ ッ テ 
リー ケー ス 内 に 記載 され て いる 「 十 ]」 と 「 一 ] に 従 
っ て セッ ト し ます 。 

3. バッ テリ ー カ バー の ソ ツメ を 本 体 の 溝 に 合わ せ 、 カ 
チッ と 音 が する まで 押し ます 。 

〈⑪> ・ 電 池 は 同じ 種類 の も の を 使用 し て くだ さい 。 

上 な お 長 時 間 、 本 機 を 使用 され る 場合 は 、 ア ル 
カリ 電池 を 使用 する こと を お 勧め し ます 。 

・ 古 い 電 池 と 新しい 電池 を 混ぜ て 使用 し な いで 

くだ さい 。 


電電 池 ( 充 電 不 可 ) を セッ ト し て いる と き に 、 外 
部 電源 と 接続 し な いで くだ さい 。 誤っ て 接続 す 
る と 、 外 部 電源 端子 か ら 乾 電池 へ の 充電 が 開始 
され 、 乾 電池 が 液 も れ な ど を 起こ すこ と が あり 
ます 。 そ れ に 伴い 、 本 機 も 回 復 不 可能 な 障害 を 
受け る 可能 性 が あり ます 。 


区 
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本 機 の 主 な 特徴 邊 


1. 


2、 


10. 


受信 周波 数 範囲 


受信 モー ド 


- 操作 の 種類 


-・ メモ リー 数 


チャ ン ネ ル メ モリ ー 
スキ ャ ン メ モリ ー 
パス 周波 数 メモ リー 
マニ ュ ア ル デ ー タ ー 
プラ イオ リティ 
ビギナー 操作 時 


- スキ ャ ン 機 能 


、 ス キャ ンス ピー ド 


。 プ ログ ラム スキ ャ ン (PMS) 
. チャン ネル スコ ー プ 提 能 


. ケー ブル クロ ー ン 拍 能 
パソ コン コン トロ ー ル 近 能 


周波 数 ステ ッ プ 切替 


100kHz … 2200MHz 
AM、NFN、WFM、AUTO 


ビギナー 操作 、 マ ニュ アル 操作 、 メ モリ ー ス キャ ン (MRI 操 作 、 
プロ グラ ム ス キ ャ ン (PMS) 操 作 を ワン タッ チ で 切替 可能 


10 バ ンク 客 100 チ ャ ン ネ ル ( 合 計 1000 チャ ン ネ ル ) 
10 チ ャ ン ネ ル 
50 チ ャ ン ネ ル 
1 チャ ン ネ ル ・ 
1 チャ ン ネ ル 
16 チ ャ ン ネ ル 


メモ リー スキ ャ ン 
プロ グラ ム ス キ ャ ン 
プラ イオ リティ スキ ャ ン 


約 50 て 60 チ ャ ン ネ ル / 秒 
(ター ボ 揚 能 が オン ) 


約 30 チ ャ ン ネ ル / 秒 


10 組 の プロ グラ ム ス キ ャ ン が 可能 


9 チャ ン ネ ル バ ン ド スコ ー プ が 可能 


1kHz…500kHz まで の 範囲 で 、 周 波数 ステ ッ プ が 選択 可能 


アン テ ナ コ ネクター VOL 
付属 の アン テ ナ を 接続 する た め の コ ネクター 左右 に つま み が 回 り ま す 。 ス ピー カー 
で す 。BNC コ ネクター と な っ て いま す 。 の 音 重 を 調整 し ます 。 


ハン ドス トラ ッ プ 取り 付け 穴 
この 穴 に ハン ドス トラ ッ プ を 通し て 
取り 付け ます 。 


ディ スプ レイ 
周波 数 や 運用 状態 が 表示 され ます 。 
EAR 端子 DIAL 
人 外部 スピ ー カ ー、 ま た は イヤ ホン 左右 に ダイ ヤル が 回 り ま す 。 周 波数 
キー ポ ボード - 一 ーーーーーーーーー を 接続 する た め の 端 子 で す 。 や メモ リー チャ ン ネ ル の 切り 替え 、 


その 他 、 各 種 の 設定 を 行い ます 。 


マニ ュ ア ル 反 作 で は 、 キ ー ボ ー ド か ら 
目的 の 周波 数 を 上 直接 入力 で きま す 。 
[FUNC] キ ー を 押し て ファ ンク ショ ン モ 
ー ド に 入っ た 状態 で 各 キ ー を 押す こと 
に よっ て 、 吉 種 機能 を 実行 で きま す 。 


電源 スイ ッ チ ([PWR キ ー]) NM 0 
に ミ め お ッ 5 に o 
1 秒 以上 この キー を 押す と 電源 が オン し LEare OOoooo9o 
また は 、 オ フ に な り ま す 。 電 源 を オン 
に する と 、 最 後に 電源 を オフ に し た 時 
点 の 状態 が ディ スプ レイ に 再度 表示 さ 
れ ま す 。 


- 側面 部 (アン テ ナ 側 ) : 


[FUNC] キ ー 

ファ ンク ショ ン キ ー と 呼び ます 。 1 つの 
キー に 2 つ 以 上 の 擬 能 が 割り 当て られ て 
いる 場合 に 使う キー で す 。 


リセ ッ ト ボ タン 


パ バッテリー ケー ス 


2 単 9 型 乾電池 (また は 、 溝 に 沿っ て ビン を 茂 し 込み 、 ま っ すぐ ビン 

し ます 。 こ の 問 に 他 の キー を 押す こと に SQL MONH キー ニッ カド 電池 ) が 3 本 入 を 押す と 、 リ セッ ト が 開始 され ます 。 

よっ て 、 各 種 機能 を 実 行 で きま す 。 この キー を 押す と 、 モ ニタ ー 機 能 が り ま す 。 矢印 で 示し て この 方 法 で リセ ッ ト を 行う と 、 本 機 の 設定 
CYS へ: オン に な り ま す 。 再 度 、 キ ー を 押す いる 丸く くば ぱん だ 部 分 は 出荷 時 の 設定 に 戻り ます 。 


を 列 め に 押し 、 そ の ま 
[FUNC] キ ー を 押し て ファ ンク ショ ン ま 本 体 下方 に ずら す よ 
モー ド に 入っ た 状態 で 、[SQL MONH ミ 3 うに する と バッ テリ ー 
キー を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ に スケ ル 9 カバ ー が 開き ます 。 
チレ ベル が か が 数 値 で 表示 され ます 。 こ こ 

で スケ ル チ レ ベル を 変更 で きま す 。 


外部 電源 端子 と オフ に な り ま す 。 
12V の DC の 外部 電源 接続 用 端子 で す 。 
ニッ カド 電池 を 利用 し て いる 場合 、 こ の 端 
子 を 利用 し て 充電 し ます 。 


く ゆ 注意 東電 池 (充電 不可 ) を セッ ト し て いる 

と き に 、 外 部 電源 と 接続 し な いで く 

だ さい 。 誤 っ て 接続 する と 、 外 部 電 

源 端子 か ら 乾電池 へ の 充電 が 開 

始 され 、 乾 電池 が 液 も れ な ど を 起こ 

すこ と が あり ます 。 それ に 伴い 、 本 

機 も 回 復 不可 能 な 障害 を 受け る 可 
能 性 が あり ます 。 


ニッ カド 電池 に つい て - 操 作 可能 な 機能 一 覧 
本 機 で は 、 市 販 の 単 三 型 ニッ カド 電池 を 利用 で きま す 。 ま た 、 本 機 側面 部 (アン テ ナ 側 ) ここ で は 、 各 キー 機能 が どの 操作 で 利用 で きる か を 一 覧 で 示し て いま す 。 〇 印 は 実行 で 
の 外部 電源 接続 用 端子 (DC 12V) を 利用 すれ ば 、 ニ ッ カ ド 電 池 を 充電 で きま す 。 きる こと を 、 交 印 は 実行 で き な い こと を 示し ます 。 
ニッ カド 電池 を 充電 する に は 次 の 操作 を 行い ます 。 「 ビ ギ ナ ー 操 作 ]、「 マ ニュ アル 操作 」、「 メ モリ ー ス キャ ン 操 作 ]、「 プ ログ ラム スキ ャ ン 
操作 」 に つい て は 、「3 基本 反 作 一 ビギナー 操作 一 (P.10)、「 マ ニュ アル 操作 ] (P.14)、 
1. ニッ カド 電池 3 本 を 本 援 背 面部 の バッ テリ ー ケ ー ス に セッ ト し ます 。 Eee US に ワロタ ラム え キャ > 和 Ak だ さい 。 
2. 外部 電源 端子 に 電源 ケー ブル (12V) を 接続 し ます 。 利用 する キー | - 8 ーー 
充電 が 開始 され ます 。 また は ダイ ヤル 上 
[FUNC] oO "で 
[MONI O 〇 〇 
SGU ら ら 
数 字 キ ー 入 力 3 周波 数 入力 バン ク 著 号 選択 | バン ク 番 号 選択 
e キー 表記 に つい て [4/-] バン ク 矢 号 選択 ! 周波 数 を 上 げ る チャ ン ル 衝 5 を 上 3 | 周波 数 を 上 げ る 
[ENTI キ ー キー は [ ] で 図 み ま す 。 [Y] バン ク 番 号 選択 | 周波 数 を 下げ る | チャ ン ネル 番号 下げ る | 周波 数 を 下げ る 
5 に に [MOD] メ 受信 モー ド 受信 モー ド | 受信 モー ド 
[FUNC] 一 日 キー [FUNC] キ ー を 押し た 後 、 デ ィ ス プレ イ に 「F」 が か 点灯 され て いる [STP] STEP 5 STEp ] 
間 ( フ ァ ン クシ ョ ン モ ー ド 中 ) に 他 の キー( こ こ で は [1] キ ー) を 押す こ イ 
を 意味 し ます 。 [LMP] O 〇 〇 O 52239 
[CLRi 入力 中 クリ ア | 入力 中 クリ ア | 入力 中 クリ ア | 入力 中 クリ ア 
導 NAUNNNKMORG 人 GE で iENT 入力 中 決定 | 入力 中 決定 | 入力 中 決定 | 入力 中 決定 
し な いこ と が あり ます 。 AT の ら O O 
[BEEP] 〇 O ⑨) 〇 O 〇 
@ ディ スプ レイ 表示 に つい て : [APOj 〇 〇 〇 〇 
実際 に は 、 記 載 し て いる 以外 に も キャ ラク タ が 表示 され て いる こと が あり ます が 、 本 書 [P PROG] の O O ] O 
で は 、 操作 の 説明 に 必要 な 部 分 だ け を 記載 し て いま す 。 [DELAYI 〇 O 〇 の 
[M DEH] メ メ O メー | 
[PASS] メ バス 周波 数 | パス チャ ン ネ ル | パス 周波 数 
[PRIO] 〇 の 〇 〇 〇 
[SS] 〇 あ 〇 國 ) 〇 
ICLN] 品 | O O O ] 
[IMW] メ 〇 ペ 〇 O 
[SRCHI O RINIIK Se 2 @ 
[KL] し こ 、 O 〇 O 〇 
[PMS] メ 〇 〇 〇 
TURBO] メ に = 9 〇 O 
メ 〇 O 
〇 ※ 〇 〇 
〇 〇 〇 〇 
〇 〇 〇 〇 
[FUNC]  {CLR] 〇 〇 SI 
[FUNC] 一 ダイ ヤル 較 早送り (1MHz) 


「 ビ ギ ナ ー 揉 作 ] と は 、 初 め て 本 機 を 操作 され る 方 に お 勧め する 操作 方 法 で す 。 こ の 操 


作 で は 、 本 機 の 操作 に 慣れ て いた だ く た め に 、 各 キー の 操作 範囲 を 少な くし て いま す 。 
な お 、 本 機 に 用 意 さ れ て いる より 多く の 機能 を 使う に は 、「 エ キス パー ト 操 作 ] を 利用 


し ます 。 エ キス パー ト 操 作 ! 


照 し て くだ さい 。 


の 〇 @@@ 
ww SRC1 9 
 ⑯@@@ 
Ps juaG 
4⑤ OooOoeco 
eK OOOoooo 
(⑯9 OOOooooo 
べく" Ooooooooo 
OOOOoooooo 


" 〇 OOoooooooce 


② の の 〇 @@@ 
ぐ ⑨⑥&@@ 


Oooooo 

KK OOOoooo 
OoOoooooo 
9 OOoOoGoooo 
sz。 つ OOOOooooo 


^ の 〇 OOooooooooo 


ビギナー 操作 で の スキ ャ ン 
. IESYJ キ ー を 押し ます 。 


こつ いて は 、「4 応用 操作 一 エ キス パー ト 操 作 一 ] (P.14) を 参 


- [PWR] キ ー を 1 秒 以 上 押し 続け ます 。 


初め て 電源 を 入れ た と き 、 デ ィ ス プレ イ は 次 の よう な 表示 
に な り ま す 。 


ビギナー 操 作 以外 に 設定 され て いる と き に は 、 ビ ギ ナ ー 操 
作 に 入り 、 ス キャ ン が 開始 され ます 。 デ ィ ス プレ イ に 
「DLY」 が 点灯 し ます 。 リ セッ ト 後 は 、 マ ニュ アル 操作 に 設 
定 さ れ て いま す 。 

ビギナー 操作 中 は 、[ ム /-] キ ー、[] キ ー で バン ク 番 号 (P、 
01 一 15) を 切り 替え る こと が で きま す 。 


再度 、[ESY] キ ー を 押す と スキ ャ ン が 停止 し ます 。 ス キャ 
ン 停止 中 は ダイ ヤル を 回 し て 周波 数 を 変更 で きま す 。 た だ 
し 、 バ ンク 番号 で 「P] を 選択 し た と き は 、 こ こ で 周波 数 
の 変更 は で きま せん 。 

ビギナー 探 作 中 に 一 時 停止 し た 周波 数 を 保持 し た 状態 で 、 
マニ ュ ア ル 操 作 に 移行 する に は 、[FUNC] 一 [MAN] キ ー を 
押し ます 。 


マニ ュ ア ル 操 作 に つい て は 、「 マ ニュ アル 操作 」 (P.14) を 参 


早 し て くだ さい 。 


4 注 バン ク 番 号 の 内 容 は 出荷 時 に すでに 設定 され て いま す : 
の で 、 変 更 は で きま せん 。 バ ンク 番号 の 内 容 に つい て . 


= 
中 1 


は 、「7 付録 」 (P.37) を 参照 し て くだ さい 。 


| 
本 体 の 上 面部 に ある ダイ ヤル の 下部 に ある 円 形 の つま み (VOU) で 音量 を 調整 で きま す 。 
e 信号 が 入っ て いる 場合 


つま み を 大 ( 時 計 方 向 ) に 回 す と 音量 が 大 きく な り ま す 。 逆 に 
左 に 回 す と 音量 は 小さ く な り ま す 。 


@ 信号 が 入っ て いな い ] 場 合 


本 体側 面部 の [SQL MONI] キ ー を 押し て か ら 、 円 形 の つま み 
(VOL) を 右 、 ま た は 左 に 回 し ます 。 ス ピー カー か ら ノ イズ が 


賠 出 て 、 音 量 が 確認 で きま す 。 


スケ ル チ の 設定 
「 ス ケル チ 」 と は 、 信 号 が 入っ て こない と き に 、 ス ピー カー か ら ノ イズ が 出 な いよ うに 
する た め の 機 能 で す 。 


1. [FUNC] 一 [SQL MONI] キ ー を 押し ます 。 
本 スケ ル チ 設 定 画面 が 表示 され ます 。 
Q》 2. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [人 ネ /-] キ ー、[ マ ] キ ー を 押し て 、 
スケ ル チ レ ベル を 変更 し ます 。 


[4/] キ ー を 押す (ダイ ヤル を 右 に 回 す ) と 、 ス ケル チレ ベル 
が 高く な り ま す 。 逆 に 、[ ヤ ] キ ー を 押す (ダイ ヤル を 左 に 回 
す ) と 、 ス ケル チレ ベル が 低く な り ま す 。 

スケ ル チ レ ベル は 、00 一 16 ま で の 和男 囲 で 選択 で きま す 。 
デフ ォ ル ト は 「08] に 設定 され て いま す 。 


3. [EN キー を 押し ます 。 
WS て 選択 され た レベ ル の スケ ル チ が 設定 され ます 。 


(りり 《⑯ 9 
0 [ 信 メモ 適切 な スケ ル チ レ ベル を 選択 する に は 、 ス ケル チレ ベ 
we ooooooo ル が 「00] の 位置 か ら [A/・-] キ ー を 押し て (また は 、 人 ダ 
《 9 ooooooos イヤ ル を 右 に 回 し て )、 ノ イズ が 消え る レベ ル ( 臨 界 点 ) 
6 を 探し て くだ さい 。 ス ケル チレ ベル を 高く 設定 し 過ぎ 
>= デ の OOOoOoocooo 負 6 4 、 
YYOOooooooooo る と 、 信号 が 入っ て き て も スピ ビーカー か ら 音 が 出 な く 
な り ま す 。 逆 に 、 ス ケル チレ ベル を 低く 設定 し 過ぎ る 
と 、 常 時 スピ ー カ ー か ら ノ イズ が か が 出 て いる 状態 に な り 
ます 。 


⑤ 
〇 ぐ 
⑧ 
③ 
⑤ 


「 モ ニタ ー 機 能 ] と は 、 信 号 の 編 い 電波 を 受信 する た め の 機 能 で す 。 


1. [SQL MONH キ ー を 押し ます 。 
モニ ター 機能 が オン に な り 、 デ ィ ス プレ イ に 反転 し た 「S] 
Q) が 点灯 し ます 。 
モニ ター 機能 が オン の 状態 で は 、 ス ケル チ 機 能 が 解除 され 
る た め 、 玉 い 信号 を 受信 で きる よう に な り ま す 。 信号 が 入 
っ て いな いと き は 、 ノ イズ が 聞こ えま す 。 


sOL 
MO 


再度 、ISQL MONI] キ ー を 押す と 、 モ ニタ ー 機 能 が オフ に な 
り ま す 。 


「! ラ ンプ 機能 ] と は 、 デ ィ ス プレ イ や キー を 照明 で 明る く 表 示す る 機能 で す 。 


1. [LMP] キ ー を 押し ます 。 
9 の @@ 名 ディ スプ レイ と キー が 照明 され ます 。5 秒 経過 する と 、 照 
〈⑯⑨⑯@@ 明 は 自動 的 に 消え ます 。 


PS 
4⑨ OOoOoOooeo 
uz OOOoooo 
OOoOooooo 
や Ooooooooo 
OOooo ooooo 


BRTEay 


〇 OOOOooooooo 


- ビー ブ プ 機 能 ( 
「 ビ ピー プ 機 能 」 と は 、 キ ー 操 作 な ど を 行う と ビー ブ 音 (「 ボ ポッ ]、「 ビ ピー」 ) が 出る よう に す 
る 機能 で す 。 


1. [FUNC] 一 [2] キ ー を 押し ます 。 
009 ビー プ 機 能 が 設定 され て いな いと き は 、 オ ン に な り ま す 。 
Q》 デフ ォ ル ト は 、 オ ン に 設定 され て いま す 。。 ! . 
再度 、 IFUNC] 一 図 キー を 押す と 、 ビー プ 機 能 が オフ に な り ま す 。 


の ⑨@⑨⑤@ 
9 の 6 


キー ロッ ク 機 能 
「 キ ー ロ ッ ツ ク 機能] と は 、 本 体 前 面部 に ある キー の 操作 を 受け 付け な くす る 和 能 で す 。 
キー ロッ ク を し て お く と 、 誤 っ て キー 操作 を する こと を 防ぐ こと が で きま す 。 


1. [FUNC] 一 [LMP] キ ー を 押し ます 。 
匠 キー ロッ ク 機 能 が オン に な り 、 デ ィ ス プレ イ に 「=o」 が 


Q)》 点灯 し ます 。 


oo@@@ 
⑯⑨ ら 6@@ 
CD oooscss 再度 、[FUNC] 一 [LMPI キ ー を 押す と 、 キ ー ロ ッ ク 機 能 が オ 
UK OoOOooooo フ に な り ま す 。 


C⑯9 OOOo oooo 


OOoQOoooooo 


〇 OOOQOoOoooeo 
BAITERY 


OOOOOoooooo 


ビ キ ナ ー 操 作 以外 に も 、 
パー ト 操 作 と 呼び ます 。 


4 応用 探 作 . 二 エ キス パー ト 控 作 一 


いろ いろ な 応用 操作 を 用 意 し て いま す 。 こ の 操作 方 法 を エキ ス 


「 マ ニュ アル 操作 ] と は 、 手 動 で 受信 周波 数 を 変え な が ら 電 波 を 探す 受信 方 法 で す 。 


〇 OOQOOoooo 
へ く " の OOooooooo 
OOOOooooeso 
OOOOOOoooocS 


EEE 4 


14 


1. 


[MAN] キ ー を 押し ます 。 

マニ ュ ア ル 操 作 以 外 に 設定 され て いる と き に は 、 マ ニュ ア 
ル 操 作 が 開始 で きる 状態 に な り ま す 。 デ フォ ルト は 、 マ ニ 
ュ ア ル 操 作 に 設定 され て いま す 。 


. 再度 、[MAN] キ ー を 押し ます 。 5 
現在 表示 され て いる 周波 数 を 起点 と し て スキ ャ ン が 開始 さ 


れ 、 デ ィ ス プレ イ に 「DLY] が 点灯 し ます 。 


スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [4/] キ ー、[] 
キー を 押し て スキ ャ ン 方 向 を 変更 で きま す 。 
再度 、[MAN] キ ー を 押す と スキ ャ ン が 停止 し ます 。 ス キャ 
ン 停 止 中 は 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 あ る い は 、[/-] キ ー、 
[ マ ] キ ー を 押し て 、 周 波数 を 変更 で きま す 。 


、 周 波数 を [] 一 [91 キ ー で 入力 し ます 。 


マニ ュ ア ル 操 作 中 は 直接 周波 数 を 入力 で きま す 。[QO]~[9] キ 
ー、[ ネ /-] キ ー( 小 数 点 キ ー) で 入力 後 、[ENT] キ ー を 押し ま 
す 。 入力 し た 周波 数 が 設定 され ます 。 


「 メ モリ ー ス キャ ン 操 作 ] と は 、 よ く 使 う 周波 数 を メモ リー に 登録 し て お き 、 必 要 な と 
き に 、 登 録 し た 周波 数 を 次 々 と スキ ャ ン し て いき 、 電 波 が あれ ば その 周波 数 を 受信 する 


機能 で す 。 


100 チ ャ ン ネ ル こ ご と に バン ク 別 けし 、10 バ ンク まで 登録 で すき ます 。 メモリー スキャン 税 
能 を 利用 する に は 、 ス キャ ン し た い 周 波数 を メモ リー に 登録 し て お く 必 要 が あり ます 。 
メモ リー へ の 登録 に つい て は 、「 メ モリ ー へ の 登録 」(P.16) を 参照 し て くだ さい 。 


の の @@@ 
@@@@ 
G nseo 
> OOoOooeo 
や OOoOoooo 
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[メモ リー スキ ャ ン の 開始 ・ 停 止 ] 
1. [MS] キ ー を 押し ます 。 


メモ リー スキ ャ ン 画 面 が 表示 され ます 。 
メモ リー に デー ター を 登録 し て いな い 場 合 は 「noch] と 青 
示さ れ ま す 。 


.・ ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は 、[ 全 /:] キ ー、[ マ ] キ ー を 押し 


て 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 を 変更 し ます 。 デ フォ ルト は 0 チャ ン 
ネル に 設定 され て いま す 。 


. 再度 、[MS] キ ー を 押し ます 。 


メモ リー スキ ャ ン が 開始 され 、 デ ィ ス プレ イ に 「DLY」 が 

点灯 し ます 。 . 

選択 し た チャ ン ネ ル 番 号 に メモ リー デー ター が な い 場 合 は 

「noch」 と 表示 され た 後 、 直 前 の チャ ン ネ ル 番 号 に 戻り ます 。 

ダイ ヤル を 回 し て 、 ス キャ ン 方 向 を 変更 で きま す 。・ 

再度 、[MS] キ ー を 押す と スキ ャ ン が 停止 し ます 。 ス キャ ン 

停止 中 は 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 あ る い は 、[4/-] キ ー、[Y] 

キー を 押し て 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 を 変更 で きま す 。 

[前 メモ 停止 し た 周波 数 を 保持 し た 状態 で 、 マ ニュ アル 操作 に 
- 移行 する に は 、[FUNC] 一 [MAN] キ ー を 押し ます 。 


・ バ ンク 番号 を [01 一 [91 キ ー で 選択 し ます 。 


メモ リー スキ ャ ン 中 に [0] 一 [9]1 キ ー を 押す と 、 バ ンク を 切り 
替え る こと が で きま す 。 

選択 し た バン ク 番 号 に メモ リー デー ター が な い 場 合 は 「noch] 
と 表示 され た 後 、 直 前 の チャ ン ネ ル 番 号 に 戻り ます 。 


』 結 、 


+ 
の 〇 避 @@ 
⑨@@ 加 


PS  iUE3O 


⑨ oeesn: 


3 の 〇 OOoooo 
OOoooooo 
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[メモ リー へ の 登録 ] 
メモ リー スキ ャ ン 機 能 を 利用 する た め に 、 


メモ リー に 周波 数 を 


登録 し ます 。 


1. 


マニ ュ ア ル 操 作 、 ま た は プロ グラ ム ス キ ャ ン 操 作 時 に メモ 
リー に 登録 し た い 周波 数 を 表示 させ ます 。 


2. [FUCN] 一 [MOD] キ ー を 押し ます 。 
メモ リー 登録 画面 が 表示 され ます 。 。 
3. チャ ン ネ ル 番 号 を [0] 一 {91 キー で 入力 し ます 。 
チャ ン ネ ル 番 号 は 000 一 999 まで の 範囲 で 選択 で きま す 。 
最初 の 1 桁 は バン ク 番 号 で す 。 
4. [ENT] キ ー を 押し ます 。 
メモ リー に 、 指 定 し た チャ ン ネ ル 番 号 で 周波 数 が 登録 され ま 
す 。 - 
[登録 内 容 の 消去 ] 


メモ リー に 登録 し た 周波 数 を 消去 し ます 。 


1. 


2. 


[MS] キ ー を 押し ます 。 

メモ リー スキ ャ ン 画 面 が 表示 され ます 。 

タイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は 、[ 人 る /-] キ ー、[ マ ] キ ー を 押し 
て 、 消 去 し た い 周 波数 が 登録 され て いる チャ ン ネ ル 番 号 を 
選択 し ます 。 


。 [FUCN] 一 [6] キ ー を 押し ます 。 


選択 し た 周波 数 が 、 メ モリ ー か ら 消 去 さ れ ま す 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 操 作 . 


「 プ ログ ラム スキ ャ ン 操 作 」 と は 決め られ た 寺 囲 内 の 周波 数 草 で スキ ャ ン を する 和 機能 で 
す 。10 バ ンク まで 設定 で きま す 。 

プロ グラ ム ス キ ャ ン 操 作 を 利用 する に は 、 ス キャ ン し た い 周波 数 の 範囲 (上 限 と 下 明 ) を 
プロ グラ ム に 登録 し て お く 必 要 が あり ます 。 プロ グラ ム へ の 登録 に つい て は 、 「 プ ログ 
ラム へ の 登録 」(P.18) を 参照 し て くだ さい 。 


② 3 


SS OO1OFO OOo 
の ) OOOooooo 


し 9⑲ OOQOoOoooso 


ーー。 OOOOooooeco 


OOOQOQOoOooooc 
\ 4 シン 


[プロ グラ ム ス キ ャ ン の 開始 ・ 停 止 ] 

1. [SCN] キ ー を 押し ます 。 
最後 に 使用 し た チャ ン ネ ル 番 号 で プロ グラ ム ス キ ャ ン が 開 
始 さ れ ま す 。 デ フォ ルト は 0 チャ ン ネ ル に 設定 され て いま 
す 。 ま た 、 ブ プロ グラ ム に デー ター を 登録 し て いな い 場 合 は 
「noch」 と 表示 され ます 。 


2. チャ ン ネ ル 番 号 を [0] 一 [9] キ ー で 選択 し ます 。 


選択 し た チャ ン ネ ル 番 号 で プロ グラ ム ス キ ャ ン が 開始 され ます 。 


選択 し た チャ ン ネ ル 番 号 に プロ グラ ム デ ー タ ー が な い 場 合 は 

「noch」 と 表示 され た 後 、 直 前 の チャ ン ネ ル 番 号 に 戻り ます 。 

再度 、[SCN] キ ー を 押す と スキ ャ ン が 停止 し ます 。 ス キャ 

ン 停 止 中 は 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 あ る い は 、[4/-] キ ー、 

[| キー を 押し て 、 周 波数 を 変更 で きま す 。 

[前 x モ 停止 し た 周波 数 を 保持 し た 状態 で 、 マ ニュ アル 拘 作 に 
移行 する に は 、[FUNC] 一 [MAN] キ ー を 押し ます 。 


1 ブフ 


[プロ グラ ム へ の 登録 ] 9. [ENT] キ ー を 押し ます 。 


! 
プロ グラ ムズ スキャン を 利用 する た め に 、 上 限 と 下限 の 周波 数 な 10. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は 、[ 全 /] キ ー、[ マ ヤマ] キー を 押し 
ど を プロ グラ ム に 登録 し ます 。 て 、 ス キャ ン 時 の 周波 数 ステ ッ プ を 設定 し ます 。 
SRH PRG 

1. [FUCN] 一 [SCN] キ ー を 押し ます 。 
「 プロ グラ ム ス キ ャ ン 画 面 が 表示 され ます 。 
Q) 2. チャ ン ネ ル 番 号 を [1 一 [9]1 キ ー で 入力 し ます 。 1 

チャ ン ネ ル 番 号 は 、0 一 9 まで の 範囲 で 選択 で きま す 。 
09284 引 1: 11. [EN キー を 押し ます 。 
DJM 設定 内 容 が プロ グラ ム に 登録 され ます 。 


④① 手順 8. で 選択 し た 受信 モー ド に よっ て 、 選 択 で きる 周 
ー 波数 ステ ッ プ は 異な り ます 。 


WE M 


3. IENT] キ ー を 押し ます 。 


&@ チャ ン ネ ル 番 号 が 設定 され ます 。 [プロ グラ ム の 消去 ] EN 
fg⑤) oooosoo 4. スキ ャ ン し た い \ 周 波数 帯 の 下限 の 周波 数 を [1 一 [91 キ ー で 入 メモ リー に 登録 し た 内 容 を 残し た まま 、 プ ログ ラム に 登録 し た 
(0 の 8 きら カカ し ます 周波 数 な どの 設定 を 消去 し ます 。 
OOQOOOoO oo9 9 臣 、 引 に 1 紀 
ペ " 操作 方 法 に つい て は 、「 リ セッ ト 時 に 、 メ モリ ー の 内 容 を 維持 


OOQOooooo 


ooooooooos 9 する 操作 」(P.34) を 参照 し て くだ さい 。 


"OOOOOoooooso 


EN 


5. [ENT] キ ー を 押し ます 。 受信 モー ド の 切り 替え 


下限 の 周波 数 が 設定 され ます 。 「 受 信 モ ー ド 」 に は 、WF M、FM、AM、A(AUTO) の 4 種類 が あり ます 。 
6. スキ ャ ン し た い 周 波数 間 の 上 限 の 周波 数 を [1 一 [9】 キ ー で 入 この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 】 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
カ し ます 。 し て くだ さい 。 
1. IMOD] キ ー を 押し ます 。 
(の AO で まや 受信 モー ド 設 定 画面 が 表示 され ます 。 
4 つ ) @9 


7. [ENT キ ー を 押し ます 。 
上 限 の 周波 数 が 設定 され ます 。 

8. ダイ ヤル を 回 し て 、 ス キャ ン し た い 受 信 モ ー ド を 選択 し ます 。 
受信 モー ド は 、WFM、FM、AM か ら 選 択 で きま す 。 


Ooooooooo 
〇 OOoOQOOooooo 
OOOOOoooooo 


記 Teay 


「 受 信 周 


受信 周波 数 の 設定 


由 数 ] は 、 キ ー や ダイ ヤル を 使っ て 設定 で きま す 。 


2. ダイ ヤル を 回 すか 、[ 全 /] キ ー ま た は [〒] キ ー を 押し て 、 選 
択 し た い 受 信 モ ー ド を 表示 させ ます 。 
次 の 順 で 受信 モー ド は 変わ り ま す 。 
WFM ご FM ご AM 三 A 
「A] は 「AUTO」 モード を 表し ます 。 こ の モー ド を 選択 し 
た 場合 、 受 信 周 波数 に 応じ て 、 愛 信 モ ー ド と ステ ッ プ 周波 
数 が 自動 的 に 設定 され ます 。 


3、[ENT] キ ー を 押し ます 。 
受信 モー ド が 設定 され ます 。 


この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 〕 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


20 


e テン キー([O] 一 [31 キー) を 使う 場合 
「145.340MHz」 を 受信 し た い 場 合 、 次 の 操作 を 行い ます 。 
1. 1」「4」「5]「4/.| 「3」「4」 の 順に キー を 押し ます 。 
2. [EN 本 キー を 押し ます 。 

受信 周波 数 が 設定 され ます 。 

最後 の 「0] は [ENTI キ ー を 押す と 自動 8 的 に 入力 され ます 。 


@ [人 4/-] キ ー と [〒] キ ー を 使う 場合 
[4/] キ ー を 押す と 周波 数 が 高く な り 、[ 補 ] キ ー を 押す と 周波 
数 が 低く な り ま す 。 
周波 数 の 移動 は 周波 数 ステ ッ プ に 従い ます 。 周 波数 ステ ッ プ 
を 変更 する に は 、「 周 波数 ステ ッ プ の 変更 ] (P.21) を 参照 し 
て くだ さい 。 


、e ダイ ヤル を 使う 場合 

! ダイ ヤル を 右 ( 時 計 方 向 ) に 回 す と 周波 数 は 高く な り ま す 。 逆 

。 に 、 左 に 回 す と 周波 数 は 低く な り ま す 。 
ダイ ヤル の 早送り 機能 を 使う と 1MHz 単位 で 周波 数 を 変更 で 
きま す 。 ダ イヤ ル の 早送り 機能 に つい て は 、「 ダ イヤ ル 早 送 
り 機能 」(P.24) を 参照 し て くだ さい 。 


周波 数 ステ ッ プ の 変更 


「 周 波数 ステ ッ プ ] と は 、 ダ イヤ ル あ る い は 、[^/-] キ ー ま た は [] キ ー を 押し た と き に 、 
次 の 周波 数 に 移行 する 周波 数 の 幅 を 指し ます 。1kHz 一 500kHz の 周波 数 ステ ッ プ が 用 意 
され て いま す の で 、 必 要 に 応じ て 変更 で きま す 。 

この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


1. [STP] キ ー を 押し ます 。 
現在 設定 され て いる 周波 数 ステ ッ プ の 値 が 表示 され ます 。 
^⑥ 〇 ⑤ ⑥) ⑨ 2. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [^/-] キ ー ま た は [ママ ] キ ー を 押 


vs AS ROSS GR も で 、 周波 数 ステ プ を 選択 し ます 。 
(⑨⑳) @ ベツ 21 
る @@@ 


3. [ENT] キ ー を 押し ます 。 
周波 数 ステ ッ プ 数 が 設定 され ます 。 
〈①* 受信 モー ド に よっ て 、 選 択 で きる 周波 数 ステ ッ プ は 異 
” 。 な り ま す 。 ま た 、 受 信 モ ー ド で 「AUTO」 (A) を 選択 し 
て いれ ば 、 受 信 周 波 致 に 応じ て 周波 数 ステ ッ プ が 自動 
的 に 設定 され ます 。 
受信 モー ド に つい て は 、「 受 信 モ ー ド の 切り え 」 
(P.19) を 参照 し て くだ さい 。 


チャ ン ネ ルス コー ブ プ 機 能 


「 チ ャ ン ネ ルス コー プ 機 能 ] と は 、9 チ ャ ン ネ ル 分 の 受信 信号 強度 を 表示 させ る 機能 で す 。 
9 チャ ン ネ ル 分 の チャ ン ネ ルス コー プ が バー で 表示 され ます 。 受信 信号 の 強度 が 中 央 に 、 


周辺 の 信号 の 強度 が その 左右 に 表示 され ます 。 動 作 間 隔 時 間 を 1 一 10 秒 まで の 間隔 で 設 


定 で きま す 。 
この 指 能 が 利用 で きる 「 操 作 ] の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


RI 了 孤 は 半 
” プラ イオ リティ 機能 に つい て は 、「 プ ライ オリ ティ 機能 ] (P.26) を 参照 し て くだ さい 。 


〈① この 機能 を 動作 させ る と 、 周 辺 の 信号 チェ ッ ク の 瞬間 、 受 信 音 が 途切れ ます 。 


の OO&G) 2. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は 、[ 人 A/・] キ ー、[ マ ] キ ー を 押し 

て 、 ス コー プ 動 作 間隔 時 間 を 選択 し ます 。 

スコ ー プ 動作 間隔 時 間 は 、1 一 10 ま で の 範囲 で 選択 で きま す 。 

⑯ @ 3. [ENT] キ ー を 押 じ ます 。 

SO スコ ー プ 動作 間隔 時 間 が 設定 され 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ が 
表示 され ます 。 
受信 信号 の 強度 が 中 央 に 、 周 辺 の 信号 の 強度 が その 左右 に 
表示 され ます 。 


ー ユ 


. [FUNC] 一 [STP] キ ー を 押し ます 。 
チャ ン ネ ルス コー プ の 動作 間際 時 間 設 定 画 面 が 表示 され ます 。 


チャ ン ネ ルス コー プ の 動作 間隔 時 間 設 定 画面 が 表示 され て 
いる と き に 、[CLR] キ ー を 押す と 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ の 
表示 が オフ に な り ま す 。 


どら 


アッ テ ネ ー タ 機能 

「 アッテネータ 機能 }] と は 、 愛 信 し て いる 信号 が 他 の チャ ン ネ ル の 強力 な 信号 で 影響 を 
受け て いる 場合 に 、 そ の 影響 を 軽減 する 機能 で す 。 

この 機能 が 利用 で きる | 操作] の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


1. IFUNC] 一 [1]] キ ー を 押し ます 。 
匠 アッ テ ネ ー タ 機能 が オン に な り 、 デ ィ ス プレ イ に 「ATT]」 


Q) が 点灯 し ます 。 


OXOXOXGI 再度 、[FUNC] 一 [1] キ ー を 押す と アッ テ ネ ー タ 擬 能 が オフ 
⑤ 〇 ① ⑬ ( の 半 だ な リ ま す 
⑮ @ @ @ 


キー ロッ ク 機 能 

この 機能 は 、「3 基本 操作 ビギナー 操作 一 ] で 紹介 し た 「 キ ー ロ ッ ク 機 能 」 と 同じ 機 
能 で す 。 
エキ スパ ー ト 操作 で も この 機能 を 利用 で きま す 。 
詳細 に つい て は 、「3 基本 操作 ビギナー 操作 一 ] の 「 キ ー ロ ッ ク 機 能 」(P.13) を 参照 
し て くだ さい 。 
この 機能 が 利用 で きる 「 探 作 ] の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機 能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


っ 3~ 


ダイ ヤル 早送り 機能 . 


「 ダ イヤ ル 早 送り 機能 ] と は 、1MHz 単 位 で 周波 数 を 早送り する 機能 で す 。 
この 携 能 が 利用 で きる 「 操 作 」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可能 な 撲 能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


と つ 


1. [FUNC] キ ー を 押し て 、 デ ィ ス プレ イ に 「F」 が 表示 され て 
いる 間 ( フ ァ ン クシ ョ ン モ ー ド 中 ) に ダイ ヤル を 回 し ます 。 
1MHz 単位 で 周波 数 が 早送り され ます 。 
ファ ンク ショ ン モ ー ド 中 に [ネネ /-] キ ー ま た は 、[ ヤ 1] キー を 押 
し て も 同様 の 操作 が で きま す 。 


ディレイ 時 間 設 定 機能 

「 デ ィ レ イ 時 間 設 定 機能 〕] と は 、 ス キャ ン 中 に 信号 が 入っ た た め に 一 時 的 に 停止 され た 
スキ ャ ン を 、 一 定時 間 後 に 自動 的 に 調 ス ター ト さ せる 機能 で す 。 

この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


1. [FUNC] 一 [5] キ ー を 押し ます 。 
ディ レイ 時 間 設 定 画面 が 表示 され ます 。 

2. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [ 全 /-] キ ー、[ マ ] キ ー を 押し て 
再 ス ター ト ま で の 秒 数 を 設定 し ます 。 
ディ レイ 時 間 は 、1 一 10 秒 まで の 範囲 で 選択 で きま す 。 


3. [ENT] キ ー を 押し ます 。 
ディ レイ 時 間 が 設定 され ます 。 


、、 ディ レイ 機能 を 設定 し た く な い 場 合 は 、 手順 2. で 0 秒 
4 を 選択 し ます 。 こ の 設定 で は 一 時 的 に 停止 され た スキ 
ャ ン は 、 自 動 的 に は 再 ス ター ト す る こと は あり ませ ん 。 
再 ス ター ト さ せ た い 場合 は ダイ ヤル を 回 すか 、[4/-] 

キー、[ ヤ ] キ ー を 押し て 揉 作 し ます 。 


バン ク の リン ク 機 能 
[バン ク の リン ク 機 能 ] と は 、 複 数 の バン ク 番 号 を 連続 し て スキ ャ ン す る 機能 で す 。 プ ロ 
グラ ム ス キ ャ ン と メモ リー スキ ャ ン 操 作 時 に 設定 で きま す 。 


1. [FUNC] 一 [MS] キ ー を 押し ます 。 


電 バン クリ ンク 画面 が 表示 され ます 。 
G) 2. 連続 し て スキ ャ ン さ せ た い バン グ ク 番 号 を [0] 一 [9] キ ー で 選 
し ます 。 
も バン ク 番 号 3 と 4 を リン ク さ せ た い 場合 は 、「3」、「4] の 順 


に 入力 し ます 。 


ex Oooooes 3. [ENT] キ ー を 押し ます 。 
選択 し た バン ク 番 号 が リン ク さ れ 、 連 続 し て スキ ャ ン で き 
ヾ " Ooooooooo る よう に な り ま す 。 


ュ ン OO の OOGoOoooo 
"OOOOOoooooo 


ター ポ ボ (高速 スキ ャ ン ) 機 能 ' 


「 タ ー ボ (高速 スキ ャ ン ) 機 能 ] と は 、 ス キャ ン の スピ ー ド を 高速 に する 機能 で す 。 ス ピー ド 
は 、 最 大 、 約 2 倍 ま で 高速 化 で きま す 。 広い 範囲 を 高速 に スキ ャ ン し た いと き に 使い ます 。 
この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 ]」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


1. [FUNC] 一 [ESY]J キ ー を 押し ます 。 
ター ボ ( 高 速 ス キャ ン ) 機 能 が オン に な り 、 デ ィ ス プレ イ に 
「ON Turbo」 が 1 秒間 点灯 し ます 。 


再度 、[FUNC] 一 [ESY] キ ー を 押す と ター ボ 機 能 は オフ に な 
り 、 デ ィ ス プレ イ に 「OFF Turbo」 が 1 秒間 点灯 し ます 。 


OOOooooo 
の Oooooooo 
OOOooooooo 
OOOOOQOooogoo 


プラ イオ リティ 機能 

「 プ ライ オリ ティ 機能 」 と は 、 ス キャ ン 中 に 特定 の 周波 数 を 優先 し て 、 一 定 間隔 で 受信 
する 機能 で す 。 

この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 」(P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


① チャ ン ネ ルス コー ブ プ 機能 を 動作 させ る と 、 プ ライ オリ ティ 機能 は 解除 され ます 。 
" チャ ン ネ ルス コー プ 機 能 に つい て は 、「 チ ャ ン ネ ルス コー プ 穫 能 ]」(P.22) を 参照 し て く 
だ さい 。 


1. 優先 的 に 受信 し た い 周 波数 を ディ スプ レイ に 表示 させ ます 。 


了 [人 メモ ビギナー 操作 時 は 、 表 示さ れ て いる 周波 数 に 関係 な く 、 
QA あら か じ め 設定 され て いる P 周 波 致 に な り ま す 。 
2. [FUNC] 一 [4] キ ー を 押し ます 。 
受信 間隔 設定 画面 が 表示 され ます 。 
3. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [人 る /] キ ー、[ 補 ] キ ー を 押し て 、 
受信 間隔 を 設定 し ます 。 
受信 間隔 は 、1 一 20 秒 まで の 範囲 で 選択 で きま す 。 デ フォ 
ルト は 、5 秒 に 設定 され て いま す 。 


4. [ENT] キ ー を 押し ます 。 
優先 的 に 受信 する 周波 数 と 、 受 信 間 隔 時 間 が 設定 され ます 。 
5. [FUNC] 一 [8] キ ー を 押し ます 。 
プラ イオ リティ 機能 が オン に な り 、 デ ィ ス プレ イ に 「Pri] 
と プラ イオ リティ 周波 数 が 1 秒間 点灯 し ます 。 オ ン の 状態 
で は 常に kHz の 桁 位置 に 小 点 が 点灯 し ます 。 


再度 、[FUNC] 一 [81 キ ー を 押す と 、 プ ライ オリ ティ 機能 は 
オフ に な り 、kHz の 桁 位置 に 点灯 し て いた 小 点 が 消え ます 。 


バス 機能 6 
「 パ バス 機能 }] と は 、 ス キャ ン 実 行 中 に 、 あ ら か じ め 設 定 し た 周波 数 を パス し て (無視 し て ) 
スキ ャ ン す る 機能 で す 。 
この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 
④① ビギナー 操作 実行 中 は バス 設定 は 行え ませ ん が 、 い っ た ん 設定 され た バス 周波 数 は 全 
て の 操作 の スキ ャ ン で 有効 で す 。 


[バス の 設定 ] 

1. パス し た い 周 波数 を 表示 させ ます 。 

2. [FUNC] 一 [Z] キ ー を 押し ます 。 
パス 周波 数 設定 画面 が 表示 され ます 。 デ ィ ス プレ イ に 点灯 
し て いる 「P] の 後 の 数 字 は 、 パ バス 周 波数 を 書き 込め る 空 
の チャ ン ネ ル 番 号 で す 。 


3. [ENT] キ ー を 押し ます 。 
空い て いる パス メモ リー に 周波 数 が 登録 きれ 、 デ ィ ス プレ 
イ に 「 し 」 が 点灯 し ます 。 


MAN 


WF M 
し 


[バス 設定 の 解除 ] 
1. [FUNC] 一 [7Z] キ ー を 押し ます 。 
パス 周波 数 設定 画面 が 表示 され ます 。 
2. [CLR] キ ー を 押し ます 。 
設定 され て いる パス が 表示 され ます 。 
3. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [A/-] キ ー、[ マ キー を 押し て 、 
解除 し た い バ パス を 選択 し ます 。 
4. [0] キ ー を 押し ます 。 
選択 し た パス が 解除 され ます 。 


@ づ @@@@ 


[- オ ー ト パワ ー オ ン 機 能 
「 オ ー ト パワ ー オ フ 機 能 ]」 と は 、 設 定時 間 後に 電源 が 自動 的 に オフ に な る 機能 で す 。 
この 接 能 が 利用 で きる 「 操 作 」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 携 能 一 覧 ] (P.9) を 参照 


し て くだ さい 。 
1.[FUNC] 一 [31 キ ー を 押し ます 。 
je オート パ ワー オフ 設定 画面 が 表示 され ます 。 
| Q) 2. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [4/.] キ ー、[ マ ヤマ] キー を 押し て 、 
時 間 を 設定 し ます 。 
シ 時 間 は 、10 分 120 分 まで の 範囲 で 選択 で きま す 。 
ーーー MAN Sa 

の @@@@⑤ CN LEEDP 
9 2 ミ ⑨ に 5 
② の の 〇 @@@ 


の ) )@ 3. [ENT] キ ー を 押し ます 。 
陣 選択 し た 時 間 で オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 が 設定 され ます 。 


「 秘 話 解 読 機能 | と は 、 特 定 小 雷 カ トラ ン シ ー バ な ど で 使 われ て いる 、 音 声 反転 型 秘話 
通信 を 復調 する 機能 で す 。 

この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 ]」 の 種類 に つい て は 、「 揉 作 可能 な 機能 一 覧 ](P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 


1. [FUNC] 一 [9] キ ー を 押し ます 。 
wo 復調 周波 数 画面 に な り ま す 。 
Q) 2. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [4A/.] キ ー、[〒 ヤ ] キ ー を 押し て 、 


最も 受信 音 が 明瞭 に な る 復調 周波 数 を 設定 し ます 。 
復調 周波 数 は 、1 一 82 ま で の 範囲 で 選択 で きま す 。 


| ⑯@@9| 3 【ENTH キ ー を 押し ます 。 


秘話 解読 機能 が オン に な り ま す 。 


復調 周波 数 画面 が 表示 され て いる と き に 、[CLR] キ ー を 押 
す と 、 秘 話 解読 機能 が オフ に な り ま す 。 


どら 8 


フィ ルター 機能 
「 フ ィ ル ター 機能 ] と は 、 急 唆 な 特性 の フィ ルター を 起動 させ る こと に よっ て 、JR の 空 
線 信号 な どの ビー ト 信 号 を 軽減 する 機能 で す 。 


し て くだ さい 。 


[フィ ルター 機能 の 設定 ] 
PUNG 1.[FUNC] 一 [CLR] キ ー を 押し ます 。 
Q) フィ ルター 画面 が 表示 され ます 。 
MAN 
本 


) ⑨ | 2. EN キー を 押し ます 。 
フィ ルター 機能 が オン に な り ま す 。 


[フィ ルター 機能 の 解除 ] 
1. [FUNC] 一 [CLR] キ ー を 押し ます 。 
フィ ルター 画面 が 表示 され ます 。 
2. [CLR] キ ー を 押し ます 。 
フィ ルター 機能 が オフ に な り ま す 。 


モニ ター 機能 . 
この 機能 は 、「3 基本 操作 一 ビギナー 操作 -」 で 紹介 し た 「 モ ニタ ー 機 能 ] と 同じ 機能 
で す 。 
エキ スパ ー ト 操作 で も この 機能 を 利用 で きま す 。 
詳細 に つい て は 、[「3 基本 操作 一 ビギナー 操作 一 」 の 「 モ ニタ ー 機 能 」(P.12) を 参照 し 
て くだ さい 。 
この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 ] の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
し て くだ さい 。 
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| ラン プ 機 能 | 較 証 較 クロ ー ン 人 機能 


この 機能 は 、 「3 基本 操作 ー ビ ギ ナー 操作 一 」 で 紹介 し た 「 ラ ンプ 機能 」 と 同じ 機能 で [クロ ー ン 機能 」 と は 、 本 機 の メモ リー デー ター を 外部 機器 (PC また は 、 他 の X5) に コピ ー 


す 。 エ キス パー ト 操 作 で も この 機能 を 利用 で きま す 。 する 機能 で す 

1929 作 SN ー ビ キ ナー 操作 一 ] の 「 ラ ンプ 機能 」 (P.12) を 参照 し て この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 
ご \。 し て くだ さい 。 

この 機能 が 利用 で きる 「 探 作 」 の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 | 

し て くだ さい 。 e 本 機 と PC を 接続 する 場合 


1. 本 揚 上 面部 の EAR 端子 と 、PC の RS232C を PC イン ター フ 
ェ ー ス ケー フル ERW-4C で 接続 し ます 。 

2. [FUNC] 一 [0] キ ー を 押し ます 。 
クロ ー ン 設定 画面 が 表示 され ます 。 

3. ダイ ヤル を 回 すか 、 あ る い は [人 ネ /] キ ー、[ ヤ ] キ ー を 押し て 、 
「19200b」、「9600b」、「4800b] の 中 か ら 、 い ずれ か の ボー 


電池 電圧 表示 機能 


この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 ] の 種類 に つい て は 、「 探 作 可 能 な 機能 一 覧 」 (P.9) を 参照 


RS レー ト を 選択 し ます 。 
1. [FUNC] 一 [PWR] キ ー を 押し ます 。 0 還 還 『Trirrg 
me 電池 電圧 表示 画面 が 表示 され ます 。 マン HEHB 有 HE 月 
WS ここ で 、 電 池 の 電 圧 が 確認 で きま す 。 電圧 の バー レベ ル が 5 生前 
低く な っ て いる 場合 は 、 電 池 を 交換 する か 、 ニ ッ カ ド 電 池 
キ を 充電 し て くだ さい 。 4. [ENT] キ ー を 押し ます 。 


PC コン トロ ー ル 画面 が 表示 され 、PC コ ント ロー ルモード 
に な り ま す 。 


OOooooo 
SF OOOoOooo 
OOoooooo 
OOooooooo 
s 入 OOOOOpoooo 
OOOOooooo oo 


vu 


[CLR] キ ー を 押す と 、PC コ ント ロー ルモード が 解除 され ます 。 


1. それ ぞ れ の XxX5 の EAR 端子 に 、 ク ロー ン 3.5 ゅ ぉ 
グ を 接続 し ます 。 「 リ セッ ト 機 能 ]」 と は 、 本 機 が 正常 に 動作 し な く な っ た 場合 に 、 本 機 を リセ ッ ト す る 和 機 
ステ レオ プラ グ は 次 の よう に 接続 し て くだ さい 。 

0053 2 デリ セッ 常 な 状態 に 戻り ます 。 リ セッ ト 機 能 に は 、 次 の 3 種類 の 操作 方 法 
は が あり ます 。 目的 に 応じ て 使い 分 け て くだ さい 。 
この 機能 が 利用 で きる 「 操 作 ] の 種類 に つい て は 、「 操 作 可 能 な 機能 一 覧 ] (P.9) を 参照 


e ら 台 の X5 ど うし を 接続 する 場合 
ステ レオ プラ リセ ッ ト 機 能 
| 
| 
1 


ーー* DATA 
ー+ GND し て くだ さい 。 
[リセ ッ ト 時 に 、 設 定 を 出荷 時 の 設定 に 戻す 操作 ] 
1、 電源 を オン に し た 状態 で 、 バ ッ テ リ ー カ バー を 開け ます 。 
2. 図 の よう に 、 溝 に 沿っ て ピン を 差し 込み 、 ま っ すぐ ピン を 
押し ます 。 
2. それ ぞ れ の X5 で 、[FUNC] - [0]】 キ ー を 押し ます 。 
FUNC クロ ー ン 設定 画面 が 表示 され ます 。 
Q) 3. デー ター を 受け る 側 の X5 で 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 あ る い は 
[人 A/ コ キー、[ マ | キー を 押し て 、「rcv COPY」 を 選択 し ます 。 
リセ ッ ト ボ タン 
⑨⑦⑤ め 9 52 リセ ッ ト が 開始 され ます 。 終了 する と 、 デ ィ ス プレ イ に は 
OO の 4 EN キー を 押し ます 。 全 点灯 の パタ ー ン が 一 瞬 表 示さ れ 、 そ の 後 、 本 機 の 電源 を 
OO デー ター が 受信 で きる 状態 に な り ます 。 初め て オン に し た と き の 画 面 が 表示 され ます 。 本 楼 の 設定 
の) ⑥) ⑲ は 出荷 時 の 設定 に 戻り ます 。 
MAN 5 2 
に 
すす も ゴル 


5. デー ター を 送る 側 の X5 で 、 手順 3. と 同様 の 操作 で 「Snd COPY] 


を 選択 し ます 。 3. バッ テリ ー カ バー を 元 に 戻し ます 。 


6. [ENT] キ ー を 押し ます 。 
デー ター の コピ ビー が 開始 され ます 。 左端 の 数 字 の カウ ント | 
アッ プ が 停止 し た ら コ ピー が 完了 で す 。 


ビ さ 
[FUNC] キ ー 
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[リセ ッ ト 時 に 、 メ モリ ー の 内 容 を 維持 する 操作 ] 


- 電源 を オフ に し ます 。 
.【[FUNC] キ ー と [ 全 /:] キ ー を 同時 に 押し な が ら 、 電 源 を オン 


に し ます 。 
セッ ト ア ッ プ 画面 が 表示 され ます 。 


、[21 キ ー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ に 「Ini Sub」 が 点灯 し ます 。 


・ [ENTI キ ー を 押し ます 。 


リセ ッ ト が 開始 され ます 。 デ ィ ス プレ イ に は 、 全 点灯 の パ 
ター ン が 表示 され 、 セ ッ ト ア ッ プ 画面 に 戻り ます 。 


. 電源 を いっ た ん オフ に し 、 再 度 オ ン に し ます 。 


メモ リー の 内 容 以 外 は 出荷 時 の 設定 に 戻り ます 。 デ ィ ス プ 
レイ に は 、 本 機 の 電源 を 初め て オン に し た と き の 画 面 が 表 
示さ れ ま す 。" 


お 


2. 


| [リセット 時 に 、 メ モリ ー の 内 容 を 全て 削除 する 操作 ] 


前 述 し た 「 リ セッ ト 時 に 、 メ モリ ー の 内 容 を 総 持 する 操作 」 
の 手順 1. と 2. を 行い ます 。 

[1] キ ー を 押し ます 。 

ディ スプ レイ に 「Ini ALL」 が 点灯 し ます 。 


[EN キー を 押し ます 。 

リセ ッ ト が 開始 され ます 。 デ ィ ス プレ イ に は 、 全 点灯 の パ 
ター ン が 表示 され 、 セ ッ ト ア ッ プ 画面 に 戻り ます 。 

電源 を いっ た ん オフ に し 、 再 度 オ ン に し ます 。 

メモ リー の 内 容 が 全て 削除 され ます 。 ま た 、 そ れ 以 外 の 設 
定 も 出荷 時 の 設定 に 戻り ます 。 

ディ スプ レイ に は 、 本 機 の 電源 を 初め て オン に し た と き の 
画面 が 表示 され ます 。 


1 メン ノ テ ナン クス に つい て 


本 機 に は 、 次 の よう な オプ ショ ン が あり ます 。 


ミ - ア フタ ー サ ービス |. 

次 の 項目 を よく お 読み くだ さい 。 EDC-36 アク ティ ブフ ィ ル ター 付き シガー ライ ター ケー ブル \2.000 

保証 書 記載 内 容 、 お よび 所 定 事項 (ご 購入 販売 店 名 、 ご 購入 日 ) が 正 し く 記 8 EME 6 プチ 型 イ ヤ ホ ン \1.500 
入 さ れ て いる こと を 必ず お 確か め の 上 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 EDC-37 DC ケー ブル 8 \800 

保証 期間 保証 期間 は お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 正 常に こ 使用 し た EDC-75 AC ア ダ プ ター \2.000 
に も 関わ ら ず 、 こ の 期間 内 に 万 が 一 故障 が 生じ た 場合 は 、 誠 に ERW-4C RS232C イ ンタ ー フ ェ ー ス ケー ブル (D-SUB 9 ピン) \3.000 
お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また ・ 


は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 保証 書 の 規定 に 従っ て 
修理 致し ます 。 

保証 期間 経過 後 の 修 理 保証 期間 経過 後 の 修理 に つき まし て は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また 
は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 修理 に よっ て 機能 が 継 持 
で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 致し ます 。 


フタ ー サ ービス に つい て ご 不明 な 点 が ご ざい まし た ら 、 お 買い 上 げ い た だ いた 販売 店 
た は 、 当 社 サ ービス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 


ご 皇 な 無線 局 名 | 周波 数 範囲 (MHz) -- | 周波 数 ステ ッ プ (kHz) . 


1 FM 放送 076.0000 一 090.0000 100 


2 
3 


2 ワ ィ ヤレ スマ イク 797.1250 一 809.2500 12.5 

2 Ro 3 エア ー バ ンド VHEF 118.0000 一 136.0000 25.0 

:: 導 障 が か な と 思っ つっ だら" 4 エア ー バ ンド UHF 」 255.0000 一 329.0000 100 

5 救急 ・ 消 防 146.0000 一 154.6100 ] 10.0 

電池 の 「 十 」 と 「 一 ] を 確認 し 、 6 タク シー・ 六 易 業 務 450.0215 一 451.5000 12.5 

電源 スイ ッ チ を と [電池 の セッ ト 方 法 」 (P.4) 7 | アマチュア VHF 144.0000 一 146.0000 10.0 

00 電源 が 正しく 入っ て いな い 。 ・ 新 し い 乾 電池 と 交 汐 し ます 。 了 | 宇 池 の セッ ト 方 法 」 (P.4) 8 アマ チュ ア UHF 430.0000 一 440.0000 10.0 

0 ・ バ ッ テ リ ー 適 子 の 汚れ を 活 と し ます 。 9 MCA 850.0125 一 859.9875 | 6.25 
も 表示 され な い 。 5 a エ = - - - 

・AC ア ダ プ タ を 正しく 接続 し 直し ます 。 10 | バー ソナ ル 無 線 903.0375 一 904.9875 12.5 

・ ボ リュ ー ム の 調整 が 不適 切 。 ・ 音量 調整 の つま み (VOL) を 右 方 向 (時 計 方 向 ) に 回 し 、 軸 ーー 国際 VHF ( 釧 般 156.0000157.4250 25 0 


0 音量 を 上 げ ま す 。 y「 音 量 の 設定 」 (P.11) 

\ ヾ も \ リル 。 

紳 が 出 な い ・ ス ケル チ の 調整 が 不 遂 切 。 ・ ス ケル チレ ベル を 議 琴 し ます 。 y 「 ス ケル テ の 設定 」 (P.11) 
受信 で き な い 。 | アン テ ナ が 確 室 に 取り 付け られ て いな い 。| アン テ ナ を 確 に 取り 付け ます 。 [アン テ ナ の 取り 付け 方 ] (P.4) 


コー ドレ ス 380.2125 一 381.3125 12.5 
防災 無線 VHF 054.0200 一 074.4750 5.0 


ボタ ン が 動作 し な い 。| キー ロッ ク さ れ て いる 。 ー ロ ッ ク を 解除 し ます 。 陣 | キー ロ ッ ク 機 能 〕(P.13) 14 防災 無線 UHF | 465.7500 一 469.9750 12.5 
スキ ャ ン が 実行 され な い 。 15 自動 車 / 携 帯電 話 860.0125 一 884.9875 6.25 
Inodhj と 胡 t る 。 | ・ メモリー 周波 数 が 登 ・ メ モリ ー 周 波数 を 登録 し ます 。 |  P | スピ ー ド 取 総連 絡 用 350.1000 プラ イオ リティ 


いな い 。 [メモ リー へ の 登録 ](P.16) 
・ プ ログ ラム 周波 数 が 登録 され | ・ プ ログ ラム 周波 数 を 登録 し ます 。 
で いな pm「 プ ログ ラム へ の 登録 ] (P.18) 
・「DLY] が 消え て いる 。 | スキ ャ ン が 一 時 的 に 停止 され て いる 。| ・ ス キャ ン の 一 時 停止 を 解除 し て 「DLYj を 点灯 させ ます 。 


py「 メ モリ ー ス キャ ン の 開始 ・ 停 止 ] (P.15) ・ 
Py 「 プ ログ ラム スキ ャ ン の 開始 ・ 停 止 」 (P.17) 
・ 電池 を 新品 と 交換 し ます 。 | 電池 の セッ ト 方 法 」 (P.4) 


<. ーー は 
電池 が 消耗 し て いる 。 ・AC ア ダブ プター を 使い ます 。 


